
日本のAI技術とその展
望 �

日本のAI研究の現状 (00:07:04) �

主要な研究者とその背景 (00:07:04) �

日本のAI研究の主要な人物として、スタンフォ
ード大学で研究を行っていたエンジニアが紹介
される。

彼はAIディープラーニングとウェブマイニング
に特化しており、日本ディープラーニング協会
の会長も務めている。

日本政府の研究グループにも参加しており、技
術管理の革新に貢献している。

日本のAI研究機関とその役割 (00:08:10) �

日本政府の各省庁や機関がAI研究を推進してお
り、特に技術革新と国家安全保障に焦点を当て
ている。

偽情報の拡散を防ぐための措置も講じられてお
り、企業に対して是正措置を求めることがあ
る。

AI技術の応用分野 (00:09:05) �

ロボティクスやジャーナリズム、農業、エネル
ギーなど、さまざまな産業分野でAI技術が活用
されている。

特に健康管理や農業分野での応用が進んでお
り、社会的な課題解決に寄与している。

日本のAI技術の進展 (00:10:01) �

ジェネレーティブAIのトレンド (00:10:01) �

日本におけるジェネレーティブAIのトレンドに
ついて説明される。

特にディープシークが東大の数学問題を解く能
力が注目されており、非常に高い精度を持つ。

OpenAIの研究とその影響 (00:11:35) �

OpenAIの研究が自動的に高レベルの調査を行う
能力を持ち、10分程度で結果を出すことができ
る。

AI技術の進展により、AGI（汎用人工知能）に
関する議論が進んでいる。

日本のAI技術の将来展望 (00:12:23) �

ソフトバンクグループの予測では、10年以内に
AIがAGIに到達し、人間の知能を超えるとされ
ている。

トランプ大統領の就任日に、ソフトバンクグル
ープが5000億ドルの投資を発表した。

日本のAI技術の国際的な位置付け 
(00:13:12) �

データセンターへの投資 (00:13:12) �

オラクル、AWS、マイクロソフト、Googleなど
が日本に数千億円規模の投資を計画している。

特にマイクロソフトアジアが東京に拠点を置く
など、AI活動が活発化している。

国際的なAI人材の訪問 (00:14:35) �

サム・アルトマンやマーク・ザッカーバーグ、
マイクロソフトのプレジデント、GoogleのCEO
などが日本を訪れている。

日本国内でのLLM（大規模言語モデル）の開発
も進んでおりýýスタートアップが競ってい
る。

日本語のAIモデルの開発 (00:15:50) �

オープンソースのモデルを使って日本語の追加
学習を行い、日本語性能を高める取り組みが進
んでいる。

政府のメティが基盤モデルの開発を促進し、開
発者の育成やデータの準備を進めている。

日本のAI技術の社会的影響 
(00:17:08) �

AI人材の育成 (00:17:08) �

日本国内でのAI人材の育成が順調に進んでお
り、昨年は4000人がLLMの講義を受講した。

デジタル技術に対する動きが活発化しており、
スマートフォンやインターネットの普及と同様
にAI技術も広がっている。

AI技術の活用事例 (00:21:02) �

ナビタイムが旅行計画に生成AIを活用し、旅行
の計画を支援するサービスを提供している。

災害に関する分析やレポート作成にAI技術が利
用されており、地滑りの分析などが行われてい
る。

日本のデジタルトランスフォーメーション 
(00:23:15) �

日本のGDPとDX（デジタルトランスフォーメー
ション）のポテンシャルを示す図が紹介され
る。

アメリカに比べて日本のDXポテンシャルは高
く、AI技術の活用によって市場規模が拡大する
可能性がある。

日本のAI政策と規制 (00:28:25) �

日本政府のAI政策 (00:28:25) �

日本政府がAIの安全性を確保するための政策を
進めており、昨年初めにAI制度研究会が立ち上
げられた。

法律や規制についての議論が行われており、
4500件を超えるパブリックコメントが寄せられ
た。

イノベーションとリスクの両立 (00:30:25) �

イノベーションとリスクを両立させるための政
策が提言されており、適切なAIルールの作成が
進められている。

国際的な活動と協調し、広島AIプロセスなどの
グローバルな活動とアラインしている。

日本のAI法案の特徴 (00:32:11) �

政府が情報収集を行い、AIのリスクを把握する
ための仕組みを持つことが提言されている。

AIの開発者や提供者に対して透明性や説明責任
を求めることが重要視されている。

質疑応答 (00:37:07) �

日本のAI投資と規制の違い (00:37:07) �

日本のAI関連の投資を推進するために、アメリ
カやヨーロッパとの規制の違いについて説明さ
れる。

規制をするだけでなく、イノベーションを促進
するための仕組みが重要であるとされている。

AIを利用した詐欺対策 (00:39:28) �

AIを利用した詐欺事件に対する規制強化の意見
があり、既存の法律でカバーされる範囲が多い
ことが説明される。

情報収集を強化し、リスクが現れる前に対応す
ることが重要であるとされている。

日本のAIイノベーションの促進 (00:43:04) �

日本人はリスクを取ることが苦手であるため、
ルールをきちんと作ることがイノベーションを
促進する面が大きいとされている。

トランプ政権の影響でバランスが変わったが、
日本は極端な方向に走らず、中立的な立場を取
ることが重要であるとされている。

AI技術の社会全体への影響 (00:48:00) �

AI技術を社会全体で活用するためには、試して
失敗するアティテュードが重要であるとされて
いる。

大企業や政府は慎重で試さないことが多いた
め、その態度を変えることが必要であるとされ
ている。

日本語のAIモデルの開発 (00:50:02) �

オープンなモデルに日本語の機能を追加するア
プローチが適切であるとされている。

大企業や研究所ではスクラッチから日本語の
LLMを作ることが続けられているが、性能で勝
つのは難しいとされている。

AI技術のGDPへの影響 (00:52:05) �

日本のほぼすべてのセクターでAI技術が良い影
響を与えるとされている。

他の国と比べて日本は良いところが多いが、マ
ーケットから評価されていないため、変化が必
要であるとされている。

メディアに対するAIの影響 (00:55:31) �

メディアに対するAIの影響が大きく、ニュース
を書くよりも深い洞察や意見を取りまとめた記
事を書く必要性が上

AIの質問応答能力 (01:00:03) �

ChatGPTの限界 (01:00:10) �

ChatGPTは最新のデータに基づいていないた
め、最新の情報に対する回答ができないことが
ある。

例として、ChatGPTに「Mr. Shibaは誰か？」と
尋ねても正確な回答が得られない場合がある。

日本語での議論 (01:00:45) �

AIのリスクに対する対応が十分でないと感じる
ことがある。

国際的なAI開発のモニタリングが重要であると
強調。

ジェフリー・ヒントン教授との議論 (01:01:38) �

ヒントン教授はAIの進展に関する議論を進めて
いる。

週末にヒントン教授と議論する機会があった。

AIの情報の古さとハルシネーション
の問題 (01:02:15) �

情報の古さ (01:02:21) �

AIの情報が古いことが問題視されている。

ハルシネーション（AIが存在しない情報を生成
すること）も問題の一つ。

楽観的な見解 (01:02:35) �

テクノロジーの進化に伴い、人々は適応してい
くと考えられる。

電卓やスマートフォンの例を挙げ、初期の反対
意見があったが、最終的には受け入れられた。

子供とAIの関係 (01:03:38) �

子供はテクノロジーに適応しやすい。

AIは子供の質問に無限に答えることができるた
め、教育において有益である。

日本のデジタル赤字とAIの活用 
(01:06:44) �

デジタル赤字の現状 (01:06:50) �

日本はデジタル赤字が大きいとされている。

デジタルやAIの分野でプラスに転じるのは難し
いと考えられる。

日本の強み (01:07:18) �

日本には製造業、素材、食品、金融、コンテン
ツなどの強みがある。

これらの産業がデジタルAIを活用することで生
産性と付加価値が向上する可能性がある。

AIの導入による未来 (01:08:04) �

デジタルAIの活用により、日本の産業全体の売
上と利益が向上することが期待される。

日本が進むべき道として、AIの導入が重要であ
ると考えられる。

クラブからの招待 (01:08:34) �名誉会員の提案 (01:08:34) �

クラブはAIの導入を支援するために、名誉会員
としての参加を提案。

クラブの活動においてAIを取り入れることを目
指している。


